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照 屋 行 雄
1地 域社会と中小企業一 一論題設定の問題意識
我 が国経済 にお ける中小企業の位置や役割 は、極 めて大 きい と言わなければな ら
ない。 それ は同時に、地域経済 に占め る域 内中小企業の重要性 を認識す る背景 を示
してい る。国際経営研 究所 では、 中小企業研 究セ ンター を中心 に、地域 にお ける中
小企業の実態 とその環境変化 について、継続 的に調査研 究 を行 って きてい る。
図式的には、地域経済の再生や活性化 を図る上で我 々が再構築 できる戦略 は、大
き く2つ の方 向が考 え られ よ う。その1つ は、大規模企業の誘致 による拠点開発型
の産業集積 を目指す 方策で ある。 これは、従来型 の地域経済振興 の方式であ り、発
展 の規模 とス ピー ドにおいて大 いなる期待 ができる点が特徴的である。 しか し、反
面で、企業誘致の政策的対応、域 内経済への波及効果 、マ クロ経済 の景況影響 、コ
ミュニテ ィー と地域 文化 の形成 な ど問題 も多い。
他の1つ は、地域の保有する経営資源 を共有 し、域 内市場に大き く依存 した中小 ・
中堅企業の再生 と育成 を図 る取 り組み である。 これ は、個 々の ビジネ ス規模 は小 さ
い ものの、域 内にお ける価値の創造 と循環が達成 され る仕組み を構築 できる点が特
徴的である。 この政策選択 にも、解決 しなけれ ばな らない課題 は少 な くない。例 え
ば、地域経済の範囲や規模 、事業資本 と経営資源 の調達、生産技術 の開発 と組織化、
域内生活者 の消費行動 、産公学市民の コラボ レー シ ョン(協 働)な どが指摘できる。
当研 究所 では、主 として上記後者 の視点 に立って、湘南地域 に立地す る中小企業
を中心に経営実態 を継続的 に調査す るとともに、その抱え る問題点や経営上の課題
を明 らかにす ることに努 めている。 特に、我々が立地す る平塚市 とその周辺市町村
の地域 経済の発展 と、その 中にお ける地域 中小 ・中堅企業の経営革新や事業再生に
関 して、理論的 ・実践的 に共同研究 に取 り組み、時代 的 ・社会的要請 に応 えて各種
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の有用 なメ ッセー ジを発信す ることとしている。
2004年 度 の国際経営 フォー ラム においては、 「地域 の時代 とビジネス革新一 地域
に根 ざし、地域 と共に生 きるビジネ スの創造一 」 と題 して、 この問題 を議論 した。
そ こでは、第1に 、新 しい地域 の時代 とは何か とい う問題設 定、第2に 、 ビジネ ス
革新 についての新 しい視点 とは何か とい う問題提起 、そ して第3に 、 ビジネス革新
や創 造 を誘発す る地域的基盤 とは ど うあるべ きか とい う問題認識、の3っ の視 点を
設定 した。そ して、今 日の新 しい時代 にお ける地域 の再生 とビジネスの創 造、 ビジ
ネスの再発見、 ビジネ スの革新 を考 えるこ ととした。
昨年度 の同フォー ラムでは、地域 に根 ざす ビジネ スは、その規模 ・業種 ・形態 を
問わず 、地域 との コラボ レー シ ョン(協 働)に よって再生 し、 また、地域 との コラ
ボ レーシ ョンな しには生 き残れない とす る仮説 を検証 し、社会 に対 して重要な提言
を行 った。
2国 際経営フォーラムの狙いと概要
今年度の本 フォー ラムでは、昨年度の成果 を基礎 に、地域経済 の再生 に果たす地
域 中小 ・中堅企業の役割 と貢献 にっいて考 えるこ ととした。特 に今回は、地域 中小
企業のイノベーシ ョンや ダイナ ミズムを明 らか にす ることによって、中小企業の種々
の成長 可能性 について理論的 ・実践的に分析す ることを主た る狙い とした。







第 一一部/基 調 講 演 く大学 人 ・企 業 人>14:00～16:00
第 二 部/コ メ ン ト ・デ ィス カ ッシ ョン16:00～17:00
平 塚 商 工会 議 所3階 大 ホー ル(神 奈川 県 平 塚 市 松風 町2--10)
「地 域経 済 の再 生 と中小 企 業一 価 値創 造 の マネ ジ メ ン トー 」
i経 営 フォー ラム 基調 講 演 とコメン ト・デ ィスカ ッシ ョン
llフ ォー ラム総括 一 情報 交 換 ・懇 親 交流(フ ォー ラム関係 者)
i基 調講 演 ア)藤 江 俊 彦 氏
(千葉 商科 大 学教 授 、 日本経 営 診 断 学会 理 事)
イ)山 岸 英 明 氏
(株式 会 社 が ん こ茶 家 代 表取 締 役社 長)
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iiコ メンテー シ ョン
ア)鵜 野沢信一郎氏
(神奈川 県平塚商工労働 セ ンター 商工課長)
イ)後 藤 伸 氏
(神奈川大学経営学部教授 、国際経営研究所
常任委員)





お よび 神奈川 大学産官学連携推進室
当 日のフォーラムは、講演担 当者 の組み合 わせや参加聴衆 の構成 か ら、正に地域
におけ る産公 学の連携 によるフォー ラムの運 営 となった。 このよ うな議論の場 が、
神奈川 大学や国際経営研 究所の立地す る地域 で、また、多様 な構 成員 の生活す るコ
ミュニテ ィー の中で、定期 的に開催 され る ことの意義 は大きい とい える。
国際経営 フォー ラムのプ ログラムの詳細 は、次の とお りである。
★ ★ ★ ★
13:30フ ォー ラムの受付
司会 金 谷 良 夫 氏(神 奈川 大学経営学部 教授)
14:00プ ロローグーフォーラム解題 小 川 逞 氏(神 奈川 県平塚商工労働 セ ン
ター 所長)
<第 一部 基調講演>
14:10基 調講演1一 藤 江 俊 彦 氏 「中小企業の成長 と地域経済」
(千葉 商科大学 教授 、 日本経営診断学会 理事)
15:00基 調講演1[一 山 岸 英 明 氏 「中小企業 の経営革新 と地域貢献」
(株式会社がん こ茶家 代表取締役社長)
15:50フ ォー一ラム ・ブ レー ク
<第 二部 コメン ト ・デ ィスカ ッシ ョン>
16:00コ メンテーシ ョン①一鵜 野沢信一郎氏 「中小企業 の地域経済貢献」
(神奈川 県平塚商工労働セ ンター 商工課長)
16:20コ メンテ ーシ ョン②一 後 藤 伸 氏 「地域 中小企 業の新た な役割」
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(神奈 川 大 学 経 営学 部 教授 、 国際 経 営研 究
所 常任 委 員)
16:40フ ォー ラ ム ・デ ィスカ ッシ ョン
パネル(ス ピーカー とコメンテーター)と フロアの フリー ・トー キング
16:50エ ピ ロー グー フォー ラム総 括 照 屋 行 雄 氏(神 奈 川 大 学 国 際経 営研
究所 所 長)
17:00フ オー ラム の終 了
★ ★ ★ ★
3価 値創造のマネジメン トー一一 フォーラムの成果総括
2005年2月 に開催 された今回の国際経営 フォー ラムでは、地域経済の再生 ・振興
にお ける地域中小 ・中堅企業の ビジネ ス革新 と新た な役割 につ いて、種 々の角度 か
ら考察 し、議論 した。特 に、地域 にお ける価値創造のマネ ジメン トとい う視 点か ら
の検討 に焦点を絞 ることで、問題認識 の明確性 と議 論展 開の効率性 を確保す ること
に努 めた。
中小企 業がその事業 の再生 を図るには、第1に 、ニュー ・プ ロダクシ ョン創造 に
よる ビジネ スの再構築 、第2に 、ニ ュー ・マーケ ッ ト創 造による ビジネ ス再生、第3
に、ニュー ・マネジメン ト創造 による ビジネ ス革新 、が強 く求め られ る。 ニュー ・
プロダクシ ョンの創造で は、 コア ・テ クノロジーの転用や ニュー ・テ クノ ロジーの
開発 が必要 とな る。 また、ニュー ・マーケ ッ トの創造 では、流通革新に よる ビジネ
ス ・チャンスの拡大やネ ッ ト ・ビジネスの展開が求 め られ る。そ して、ニュー ・マ
ネジメン トの創造 では、事業 システムの変革や知的財 産戦 略の開発設計 に取 り組 ま
なけれ ばな らない。
中小企業の事業再構 築や経営再生 は、以上の3つ の領域 での ビジネ ス革新 が達成
され るこ とによって実現 されてい くことにな るが、その際 のキー ワー ドは環境共生
と地域経営の ビジ ョン化 である。環境 との共生や環境 の再生 を 自社 の経営 ビジ ョン
に明確 に位置づ けなけれ ば、市場 の支持は得 られない時代 となった。同時に、地域
マネ ジメン トへの参加 とビジネ スの融合 に成功 しな けれ ば、 コ ミュニテ ィー構成員
の信頼 は得 られ ない社会 を迎えてい るのである。結局 、地域 中小 ・中堅企業 は、立
地す る地域社会 との共生 と参加 に取 り組む こ とに よって、その企業価値 を創 造 ・増
大す る ことにな る。
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当 日のフォーラムには、平塚 市内や近隣湘南市町村 か ら、企 業人や行政担 当者 、
経営学部の学生 ・院生な ど70名 以上 が参加 し、基調講演並びに コメンテー ターの報
告に熱心に耳を傾 けた。当 日の藤江俊彦氏および山岸英明氏の基調講演、コメンテー
ターの鵜野 沢信一郎氏お よび後藤 伸氏 の報告 によって、 中小企業 の実態 とその経
営環境が明 らかに され るとともに、地域にお ける中小企業の重要 な役割 と企業価値
創造 のあ り方 が浮 き彫 りに され た よ うに思 う。
同フォー ラムの終 了に当って、経営学部の海 老澤栄一教授(学 部長、当時)よ り、
基調講演者 の報告内容に対す るコメン トを頂 いた。その中で、海老澤教授 は、山岸
英 明氏 の報告 に対 し、次の よ うに コメン トされ るとともに、我 々に重要なメ ッセー
ジを残 された。
「山岸氏 は、世 の中の常識 を変 えることで、企 業を起 し、今 までや って来 ら
れ ま したが、昔の非常識が常識 に変 わると、昔の非常識が今年 は常識 になって
しまい ます。 また、その常識 を今度 は非常識 に していかなければな らないわけ
で、 これが、活性化につ なが ることは事実だ と思います。 しか し、 これは、非
常識 が常識にな り、また、常識 が非常識 になる とい う、限 りないスパイ ラル に
な ります。従 って、よ り自分の論理 を体系化す るためには、この常識一非常:+
常識 の論理のスパイ ラル か ら、新 しいステージを設定 してみ るの もいいのでは
ないか と考 えます。本 日は とて も有益 なお話 を拝聴で き、あ りが とうございま
した。来年度 もこの国際経営 フォー ラムをよろ しくお願 い致 します。」
当 日の録音テープを忠実 に記録 した ものを基礎 とし、筆者 の責任で若干 の編集 上
の工夫を加 えて、国際経営 フォー ラムでの各 スピーカ._._.,の報告概要 をここに誌上載
録 した。 当 日参加 で きなか った多 くの読者 の皆様 が、 この問題 を考 える際に参考 に
して頂 けれ ば幸いであ る。 関係者 の理解 と協力 に謝意 を表 したい と思 う。
最後 に、今回の国際経営 フォー ラムの開催 に当たって共催頂 いた湘南地域産業振
興協議会、並び にお世話頂いた神奈川県平塚商工労働セ ンターに対 してお礼 を申 し
上げる。また、後援頂 いた平塚市お よび平塚商工会議所 に対 して感謝 申 し上 げる次
第 である。 さらに、 フォー ラムの運営 に協力頂 いた神奈川県湘南地域産学公連携推
進 協議会(KSSK)お よび神奈川 大学産 官学連携推進 室に対 してお礼 の気持 を表 し
たい。
なお、長時間にわた る基調講演並 びにコメンテー シ ョンの録音テープ を丁寧 に記
録 し、本誌 上載録 の原稿 作成 の基礎 を提供 して頂いた 当研 究所 客員研究員 の金 宇
烈氏 の協力 を重 とし、また、国際経営 フォー ラムの運営 と本特集 の編集 に協力頂い
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た 当研究所客員研究員の大田博樹氏の協力 を大 とし、共に記 して感謝 したい。若 い
両氏の今後の研究 の発展 を祈 りたい と思 う。
【付記 】2004年 度国際経営 フォー ラムでの報告概 要を本誌上に載録す るに当た っ
ては、次ページ以降の各報告の記載 について、講演での内容 と語 り口調 を
で きるだ け忠実に反映す るよ うに努 めた。従 って、文体 について は、 「で
す」・「ます」調 のままに してある。 また、掲載 に当たって は、原稿の段 階
で各報告者 に一読 して頂 き、報告 内容の正鵠 を誤 らない よ うに した。 しか
しなが ら、本特集記載 の文責はすべて筆者 にあることを断 ってお きたい と
思 う。 思わぬ取 り違 えが残 され てい るか も しれ ない。 ご報告の先生方 と本
稿 の読者諸 賢の ご指摘 を頂 けれ ば有難 い。
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